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 卸店・メーカー間用統一伝票様式２  
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■ドライ出荷指図書　仕様書

項目名称
桁数
（半角）

データ取得元 編集仕様 特記事項

注意書き１ 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”（お得意様→出荷事業所）”をセット

社内処理表記 10
新配車システム
／出荷伝票データ／社内処理区分

社内処理区分＝"S"のときに”*社内処理*”という固定文字をセット
その他はブランク

引取指図１ 14
新配車システム
／出荷伝票データ／伝区

伝区＝”2”のときに　”******”　という固定文字をセット

引取指図２ 14
新配車システム
／出荷伝票データ／伝区

伝区＝”2”のときに　”*戻り*”　という固定文字をセット

引取指図３ 14
新配車システム
／出荷伝票データ／伝区

伝区＝”2”のときに　”******”　という固定文字をセット

帳票タイトル１ 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”製品受領通知書”をセット
社名表示 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”○○株式会社”をセット

配送ルート 4
新配車システム
／出荷伝票データ／配送ルートNo

固定文字　”R”+配送ルートNo
配送ルートNoがブランクの場合は”R”だけ印字

号車 4
新配車システム
／出荷伝票データ／号車

固定文字　”G”＋号車
号車がブランクの場合は、”G”だけ印字

住所タイトル 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”住所”をセット

住所 48
新配車システム
／届け先マスタ／直送店住所漢字

直送店コードで読んだ届け先Ｍの直送店住所(漢字)
出荷日と住所変更日を比較して新旧を判断

店名タイトル 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”店名”をセット

店名 42
新配車システム
／届け先マスタ／直送店名漢字

直送店コードで読んだ届け先Ｍの直送店名称(漢字)
出荷日と店名変更日を比較して新旧を判断

ＴＥＬタイトル 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”TEL”をセット

ＴＥＬ 16
新配車システム
／届け先マスタ／電話番号
※電話番号は、市外局番、局番、番号で構成

直送店コードで読んだ届け先Ｍの電話番号を
市外局番　+　”-”　+　局番　+　”-”　+　番号　で編集
出荷日と電話番号変更日を比較して新旧判断

現状と表示方法変わります
現状→TEL<XXXXXX>XXXX-XXXX

時間指定
タイトル

固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”時間指定”をセット

時間指定 9

新配車システム
／出荷伝票データ／時間指定開始
および
／出荷伝票データ／時間指定終了

半角でMMHH-MMHH　と編集

備考Noタイトル 8
新配車システム
／出荷伝票データ／出荷摘要コード

出荷摘要コード<>ブランクの時に　”備考NO”　という固定文字を
セット

備考No 3
新配車システム
／出荷伝票データ／出荷摘要コード

出荷摘要コード<>ブランクの時に、そのコードをセット

出庫明細区分 1
新配車システム
／出荷伝票データ／出庫明細区分

そのままセット

摘要タイトル 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”摘要”を縦書きでセット

備考１ 30
新配車システム
／出荷伝票データ／摘要１

そのままセット

備考２ 30
新配車システム
／出荷伝票データ／摘要２

そのままセット

備考３ 25
新配車システム
／出荷伝票データ／摘要３

そのままセット

訂正伝タイトル 10
新配車システム
／出荷伝票データ／被訂正伝票№

被訂正伝票№<>ブランクの時に、固定文字で　”被訂正伝№”
ブランクのときブランク

被訂正№ 10
新配車システム
／出荷伝票データ／被訂正伝票№

そのままセット

被訂正日 8
新配車システム
／出荷伝票データ／被訂正伝票　年月日

被訂正伝票年月日<>ブランクの時に、
YYYY + ”.” + MM + ”.” + DD　で編集

帳合先タイトル 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”帳合先”をセット

帳合先 40
新配車システム
／販売店マスタ／店名漢字（新）

大口店コード⇒準特店コード⇒特準店コード⇒特約店コードの順に
セットされているもので大口店コードの場合は大口店で読んだ届け
先マスタの直送店名称(漢字)をセット
準特店コード、特準店コード、特約店コードの場合は販売店基本情
報テーブルの店名漢字をセット
出荷日と店名変更日を比較して新旧判断
　※準特店コード、特準店コードの場合は直送店コード(2～7バイト)
と同じときはブランクとみなす。
　※特約店コードの場合は直送店コード(2～7バイト)と同じときは帳
合店名はブランクとする。

様表示 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”様”をセット
出荷日タイトル 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”出荷日”をセット

出荷年 4
新配車システム
／出荷伝票データ／出荷年月日

出荷年月日の頭4桁をセット

年表示 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”年”をセット

出荷月 2
新配車システム
／出荷伝票データ／出荷年月日

出荷年月日の5桁目から6桁目をセット

月表示 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”月”をセット

出荷日 2
新配車システム
／出荷伝票データ／出荷年月日

出荷年月日の末尾2桁をセット

日表示 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”日”をセット
出荷Noタイトル 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”出荷No”をセット

出荷No 8
新配車システム
／出荷伝票データ／出荷No

そのままセット

整理Noタイトル 6 なし 帳票印刷時に固定文字　”整理No”をセット

整理No 8
新配車システム
／出荷伝票データ／整理No

そのままセット

受注Noタイトル 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”受注No”をセット

受注No 12
新配車システム
／出荷伝票データ／受注No
および受注分割No

受注№、受注分割№(1桁目)をXXXXXXXX-(X)で編集

所管事業所
タイトル

固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”所管事業所”をセット

所管事業所
コード

3
新配車システム
／出荷伝票データ／所管事業所

所管事業所をそのままセット

帳票コード
タイトル

固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”帳票コード”をセット

帳票コード 2
新配車システム
／出荷伝票データ／帳票コード

そのままセット

販売店１
タイトル

固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”販売店１”をセット

販売店１コード 6
新配車システム
／出荷伝票データ／特約店コード

そのままセット

販売店２
タイトル

固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”販売店２”をセット

販売店２コード 6
新配車システム
／出荷伝票データ／準特店コード

そのままセット

直送店タイトル 固定 なし 帳票印刷時に固定文字”直送店コード”をセット

直送店コード 7
新配車システム
／出荷伝票データ／直送店コード

"0"＋直販店コード＝直送店コードのとき　ブランク　その他のとき直
送店コードをセット
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特定ルート
タイトル

固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”特定ルート”をセット

特定ルート 2
新配車システム
／出荷伝票データ／特定ルート

そのままセット

○○○○○
タイトル

固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”○○○○○”をセット

○○○○○区
分

1
新配車システム
／出荷伝票データ／配協区分

そのままセット

御発注No
タイトル

8 なし 帳票印刷時に固定文字　”御発注No”をセット

得意先伝票№ 8
新配車システム
／出荷伝票データ／得意先伝票№

そのままセット

輸送方法
タイトル

固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”輸送方法”をセット

輸送方法 28
ドライ運賃システム
／運送会社マスタデータ／運送会社名称(漢字)

運送会社コードで読んだ運送会社Ｍの運送会社名称(漢字)をセット

重量
タイトル

固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”重量”をセット

重量 5
新配車システム
／出荷伝票データ／重量合計(Kg)

重量合計(kg)／1000　小数第3位四捨五入　99.99でセット

温度帯 6
新配車システム
／出荷伝票データ／温度帯区分

温度帯区分によってセット
A:”ドライ”，C:”チルド”，D:”冷　凍”

中越専用番号 18
新配車システム
／出荷伝票データ／業者連番

そのままセット

品名タイトル 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”品名／規格”をセット

品名 50

商品基本マスタ
／商品付加基本情報／正式商品名漢字（ＦＤＢ業界ＤＢ登録）

統合品名マスタ
／商品基本テーブル／品目名称

棚卸区分＝'0','1'のとき商品付加情報基本テーブルの正式商品名漢
字（ＦＤＢ業界ＤＢ登録）をセット
（出荷日と名称変更年月日を比較して新旧判断）

棚卸区分≠'0','1'のときは、商品基本Ｔの品目名称をセット
（新旧比較はなし。カナ表示）

６行繰り返し

明細備考 5 <ﾐﾎﾝ>
新配車システム
／出荷伝票データ（TL604SHIPMENTSLIP）／勘定科目　ブランク意
外のときは、<ﾐﾎﾝ>表示

荷姿 8
商品基本マスタ
／商品基本情報／荷姿新

棚卸区分＝'0','1'のとき商品基本情報Ｔの荷姿をセット
（出荷日と名称変更年月日を比較して新旧判断）

棚卸区分≠'0','1'のとき
（新旧比較はなし）

品名コード
タイトル

10 なし 帳票印刷時に固定文字　”品名コード”をセット

品名コード１ 5
新配車システム
／出荷伝票データ／品名コード
※品名コードは、棚卸区分＋品名コード

全角でセット

品名コード２ 1
新配車システム
／出荷伝票データ／品名コード
※品名コードは、年度コード＋”０”

全角でセット

数量タイトル 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”数量”をセット

数量 6
新配車システム
／出荷伝票データ／数量（ケース）
もしくは数量（バラ）

棚卸区分＝'1'のとき数量(バラ)、棚卸区分≠'1'のとき数量(ケース)
の値を数量を全角でセット

数量単位 4
新配車システム
／出荷伝票データ／数量（ケース）
もしくは数量（バラ）

棚卸区分により全角でセット・・・０："ＣＳ"，１："ＰＳ "，５："枚"
それ以外はブランク

備考タイトル 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”備考”をセット
注意書き２ 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”受領印”をセット
注意書き３ 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”社印をご使用ください”をセット
注意書き４ 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”上記の通り受領しました。”をセット
合計タイトル 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”合計”をセット
合計 7 なし ６明細の数量の合計を印字

作成時間 4
新配車システム
／出荷伝票データ／伝票発行時刻

時分をMMSS（：は入れずに）セット

委託者表記 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”委託者”をセット
社名表記 14 なし 帳票印刷時に固定文字　”○○株式会社”をセット フォントは通常フォントとする
受託者表記 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”＜受託者＞”をセット

受託者名称 50
新配車システム
／出荷伝票データ／配送事業所

配送事業所（上3桁)で、統合事業所マスタを参照。
統合事業所Ｍの出荷元事業所名出力＝'1'のとき、
１）ロケーションカテゴリーを参照。
010．配送センターの場合は、
○○物流サービス株式会社＋スペース＋統合事業所Ｍ　漢字事業
所名セット
020．自工場の場合は、
○○株式会社＋スペース＋統合事業所Ｍ　漢字事業所名セット
その他のときは、
ブランク＋統合事業所Ｍ　漢字事業所名セット

受託者郵便Ｎｏ 11
新配車システム
／出荷伝票データ／配送事業所

配送事業所（上3桁)で読んだ統合事業所Ｍの出荷元事業所名出力
＝'1'のとき、頭に”〒”印をつけ、”－”で結んだ形で
統合事業所Ｍ　郵便番号をセット
その他のときブランク

受託者住所 62
新配車システム
／出荷伝票データ／配送事業所

配送事業所（上3桁)で読んだ統合事業所Ｍの出荷元事業所名出力
＝'1'のとき、統合事業所Ｍ　住所漢字セット
その他のときブランク

受託者電話番
号

21
新配車システム
／出荷伝票データ／配送事業所

配送事業所（上3桁)で読んだ統合事業所Ｍの出荷元事業所名出力
＝'1'のとき、統合事業所Ｍの電話番号を
TEL (XXXXXX)XXXX-XXXX　という形式でセット
その他のときブランク

キャンペーン
コード

4
新配車システム
／出荷伝票データ／
キャンペーンコード

キャンペーンコードがブランク以外のとき
キャンペーンコードを”(XX)”　という表記でセット
その他のときブランク

キャンペーン名 20
新配車システム
／出荷伝票データ／
キャンペーンコード

キャンペーンコードがブランク以外のとき
キャンペーンコードで読んだキャンペーンマスタのキャンペーン名を
セット

注意書き５ 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”（お得意様）”をセット
帳票タイトル２ 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”製品送り状”をセット 背景は黒塗りとする
品名タイトル 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”品名”をセット 背景は黒塗りとする
規格タイトル 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”規格”をセット 背景は黒塗りとする
品名コード
タイトル

固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”品名コード”をセット 背景は黒塗りとする

備考タイトル 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”備考”をセット 背景は黒塗りとする
注意書き６ 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”上記の通りお送りしましたからお受け取り”をセット
注意書き７ 固定 なし 帳票印刷時に固定文字　”くださいますようお願いいたします”をセット

※その他は上に準拠


